
1999年出上の木簡
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１
　
所
在
地
　
　
　
一昌
山
県
高
岡
市
木
津

・
佐
野

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）
六
月
―
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一局
岡
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
荒
井
　
隆

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
官
衡
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

東
木
津
遺
跡
は
、
高
岡
市
中
心
部
、
小
矢
部
川
と
庄
川
に
狭
ま
れ
た
、
標
高

約

一
一
―

一
二
ｍ
の
微
高
地
に
位
置
す
る
。
本
遺
跡
周
辺
は
、
往
古
の
庄
川
が

形
成
し
た
扇
状
地
の
末
端
部
に

あ
た
る
。

本
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
後
期

か
ら
奈
良

。
平
安
時
代
を
中
心

と
す
る
遺
跡
で
、
検
出
さ
れ
た

Ｄ

遺
構
の
大
部
分
は
奈
良

・
平
安

富

時
代
の
も
の
で
あ
る
。
過
去
の

祠

調
査
で
は
、
掘
立
柱
建
物

一
七

ぐ

棟
、
護
岸
施
設
の
あ
る
自
然
流

路

一
条
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
は
こ
の
自
然
流
路
Ｓ
Ｄ
二
〇
五
を
中

心
に
広
が
り
、
Ｓ
Ｄ
二
〇
五
の
左
右
に
掘
立
柱
建
物
群
が
主
軸
を
南
東
―
北
西

方
向
に
と
り
、
規
格
性
を
も
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
遺
跡
の
東
側
か

ら
北
側
に
か
け
て
は
低
湿
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

本
遺
跡
か
ら
は
、　
一
九
九
八
年
度
の
都
市
計
画
道
路
の
建
設
に
伴
う
調
査

（都
市
計
画
道
路
地
区
）
で
、
木
簡
が
Ｓ
Ｄ
二
〇
五
か
ら
八
点
、
低
湿
地
帯
か
ら

一
点
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
二
一
号
）。

今
回
の
調
査
は
、
資
材
置
場
の
造
成
に
伴
う
試
掘
調
査

（堀
井
地
区
）
で
あ

り
、
発
掘
面
積
は
二
七
〇
ポ
で
あ
る
。
当
調
査
地
区
は
、
遺
跡
の
北
東
端
部
に

あ
た
り
、
溝
二
条
と
自
然
地
形
の
落
ち
込
み
を
確
認
し
た
。
こ
の
自
然
地
形
の

落
ち
込
み
は
、
前
述
し
た
低
湿
地
帯
の
一
部
分
に
相
当
し
、
こ
こ
か
ら
木
簡
五

点
が
出
土
し
た
。
伴
出
遺
物
と
し
て
、
人
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
前
半
の
須
恵

器

。
土
師
器
、
人
形

・
鳥
形

・
馬
形

・
舟
形

・
琴
柱
形

。
刀
子
形

・
斎
串

・
横

櫛

・
針

・
曲
物

・
火
鑽
板

・
火
鑽
杵

。
物
差

・
箸
な
ど
の
木
製
品
、
墨
書
土
器
、

古
墳
時
代
前
期
の
赤
彩
土
師
器
な
ど
が
あ
る
。
墨
書
土
器
は

一
点
で
、
須
恵
器

杯
蓋
の
つ
ま
み
上
面
に

「下
」
と
記
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
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1999年出上の木簡

い
は
上
端
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
コ
一月
」
の
上
に
文
字
が
あ
り
、
「年
」
あ

る
い
は

「十
」
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
「便
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。
②
は
下
端
が
欠
損
し
、
側
面
は
割
れ
て
い
る
。
「百
東
」
は
量
と
し
て

は
非
常
に
多
い
。
９
は
上
部
に
面
取
り
を
し
、
両
側
面
は
割
ら
れ
て
い
る
。
下

半
部
は
二
次
的
に
削
ら
れ
て
い
る
。
「十
」
の
上
の
文
字
は

「申
」
あ
る
い
は

「中
」
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
い
は
両
側
面
が
二
次
的
に
削
ら
れ
、
下
半

部
は
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
木
簡
の
原
形
は
不
明
で
あ
る
。
①
は
横
材
の
木
簡

で
あ
る
。
針
な
ど
の
先
端
の
鋭
い
も
の
で
、
幅
約
二
銀
の
刻
界
を
木
目
と
直
交

す
る
方
向
に
刻
む
。
木
日
か
ら
見
て
上

・
左
右
側
面
を
二
次
的
に
削
り
、
下
端

は
欠
損
し
て
い
る
。

伴
出
し
た
物
差
は
、
間
隔
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
両
面
に
約
五
分

（
一
・

五
伽
）
間
隔
で
日
盛
り
を
墨
書
す
る
。

墨
痕
が
濃
く
遺
存
し
て
い
る
木
簡
の
多
く
は
、
細
分
さ
れ
文
章
の
全
体
が
把

握
で
き
な
い
。
意
図
的
に
木
簡
を
細
分
し
て
廃
棄
し
た
と
推
測
で
き
る
。

な
お
木
簡
の
釈
読
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
舘
野
和
己
氏

・
渡
辺
晃

宏
氏

・
山
下
信

一
郎
氏

・
吉
川
聡
氏
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

荒
井
　
隆

『市
内
遺
跡
調
査
槻
報
Ｘ
』
（高
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
報
四
二

二
〇
〇
〇
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（荒
井
　
隆
・
岡
田
一
広
）

た

ら
い

の

あ
か
う
ら

宮囲

・手
洗
野
赤
浦
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
｛昌
山
県
高
岡
市
国
吉

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
五
月
―

一
〇
月

３
　
発
堀
機
関
　
　
①
富
山
県
文
化
振
興
財
団
坦
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
越
前
慎
子

・
深
堀
　
茜

・
町
田
賢

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
四
世
紀
―

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
富
山
県
西
部
の
高
岡
市
に
あ
り
、
西
側
を
西
山
丘
陵
、
東
側
を
小
矢

部
川
に
挟
ま
れ
た
氾
濫
平
野
に
位
置
す
る
。
標
高
は
約
六
ｍ
を
測
る
。
現
況
は

水
田
で
、
能
越
自
動
車
道
建
設

に
先
立
ち
調
査
を
行
な
っ
た
。

調
査
の
結
果
、
上

・
下
三
面

ａ

ず
れ
も
中
世
）
の
文
化
層

を
検
出
し
た
。
主
な
遺
構
は
、

上
層
で
は
桁
行
三
間
×
梁
間
二

動

間
の
掘
立
柱
建
物

・
上
部
が
石

石

組
み
で
下
部
が
曲
物
か
ら
な
る

く

井
戸

・
畠
の
さ
く
状
遺
構

・
土




